
      

 

   

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇐ 
２０２０年３・４月号外 日本共産党の活動と見解を紹介します。 
日本共産党松戸・鎌ヶ谷地区委員会 〒270-2252 松戸市千駄堀 1810‐2 ☎ 047-349-1544 

 ２０１９年１月、野田の小学生の心愛（みあ）ちゃ

んが虐待死する事件が起きました。みわ由美県

議は「お父さんにぼうりょくをうけています」という心

愛ちゃんの訴えがありながら命を守れなかったこ

とに、大変な衝撃を受け、「管轄人口が全国平均

の２倍以上という柏児相だけではとても対応しきれ

ない、松戸に児童相談所を」と決意しました。 

２０１９年６月、柏児童相談所

を視察。心愛ちゃんが一時保

護されたときは定員２５人に３３

人、視察の当日には４７人が保

護されており、超定員オーバー 

の状況でした。「これでは子どもの命も人権も守れ

ない。やはり松戸に児童相談所を」とみわ県議は

県議会でくり返し訴えました。 

  ２０１９年６月のみわ由美事務所主催の

シンポジウムをきっかけに、市民の会（松戸

市に県立児童相談所を早期に新設する

会）が立ち上がりました。市民と議員の共

同宣伝も超党派で 

行われ、１カ月で 

４千筆以上の署名 

が集まり、県に提 

出しました。 

この２月議会では「新設する会」の請願

は否決されましたが、自民党以外はほとん

ど賛成に回りました。 

松戸市議会では日本共産党市議団も奮闘

し、県立児童相談所の設置を求める意見書

を二度あげ、松戸市長も「市としても切望して

いる」と答弁。松戸に新設までもう一歩です！ 

松戸に児童相談所をの願い実現へ前進！ 
3月16日、県社会福祉審議会の専門分科会は、松戸市と鎌ケ谷市（合わ

せて人口約６０万人）を管轄する児童相談所を新設する案をまとめました。 


